
設置前伐採・整地後設置後



設置前伐採・整地後設置後



河川より侵入を防ぐため河川内に可動式の遮断柵を考案し、
自作して設置。
侵入時期は、台形の遮断柵を倒して侵入を防ぎます。

河川の壁面を登って侵入したため、河川の上にワイヤーメッ
シュを敷きました。
これだけで、侵入を防げました。



設置して、メンテナンスしないと、1年後は防護柵
の側まで、竹、雑木、ツタが茂ってきます。

防護柵の下草刈りです。
柵に絡んだツタや草を除去しないと積雪や強風で倒れ
てしまいます。



防護柵にからんだツタや草は、11月までツタや草が枯れる
のを待って、女性の手作業で取り除いていただきました。女性の皆さんのパワーが無ければ防護柵は維持出来ません。



平成28年度から、防護柵周辺の刈り払い後、動力噴霧器と除草剤の液剤
タンクを軽トラックに載せて散布し除草しました。
防護柵に絡んだツタや草が枯れるのを待って、ツタ取り作業を行います。
除草剤は、ラウンドアップマックスロードで、50倍に希釈した液剤を
散布しています。




